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足 立 区
総 務 課 広 報係
TEL( 888) 2161

写真は花いっぱいコンクールで優秀賞を受賞した北千住駅前の花壇

花
い
っ
ぱ
い
の
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞
は
6

点

区
で
は
、
1
0
月
1
5
日
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
を
記
念
し
て

第
7
回
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
き
、
優
秀
賞
6
点

、
優
良

賞
1
5点
な
ど
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
を
贈
り
ま
し
た
。

江
北
の
五
色
桜
、中
川
堤
の
桜

並
木
な
ど
、
足
立
区
は
桜
の
名
所

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、最

近
は
自
動
車
の
振
動
や
工
場
の
ば

い
煙
な
ど
で
、
花
も
あ
ま
り
咲
か

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
と
は
反
対
に
、
農
家
で
は

菊
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
フ
リ
ー
ジ

ア
な
ど
の
花
の
裁
培
が
盛
ん
に
な

り
、
都
内
は
も
ち
ろ
ん
近
県
に
ま

で
出
荷
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
各
家
庭
や
学
校
、
町
会

自
治
会
な
ど
で
も
花
壇
が
造
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
町
の
あ
ち
こ
ち

に
美
し
い
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

区
と
新
生
活
運
動
推
進
委
員
会

で
は
、
こ

の
よ
う
な
気
運
を
よ
り

高
め
、
足
立
区
を
名

実

と

も

に

〝
花
の
名
所
〟
に
し
よ
う
と
昭
和36

年
の
秋
か
ら

〝
花
い
っ
ぱ
い
〟

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
き
、
花
壇
造
り

を
奨
励
し
て
き
ま
し
た
。

第
1
回
目
の
と
き
に
は
9
団
体

し
か
な
か
っ
た
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

も
、
今
秋
の
7
回
目
に
は
4
4団
体

も
の
参
加
が
あ
り
、
審
査
員
は
二

手
に
分
か
れ
て
1
日
中
、
審
査
に

飛
び
ま
わ
る
ほ
ど
で
し
た
。

審
査
に
当
っ
た
園
芸
学
校
の
先

生
は
「
ど
の
花
壇
に
も
、
造
っ
た

人
の
努
力
が
う
か
が
わ
れ
、
花
も

き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま
す
。
都
内

で
も
め
ず
ら
し
い
花
い
っ
ぱ
い
の

町
で
す
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。な

お
、
入
賞
し
た
団
体
は
次
の

と
お
り
で
す
。

学
校
の
部

〔
優
秀
賞
〕2
点
▽
元
宿
小
学
校

▽
保
木
間
小
学
校
　
〔
優
良
賞
〕
4

点
▽
梅
島
第
2
小
学
校
　
▽
大

谷
田
小
学
校
　
▽
千
寿
第
3
小
学

校
　
▽
五
反
野
小
学
校

一
般
の
部

〔優
秀
賞
〕4
点
▽
栗
原
町
第
1

都
住
自
治
会
　
▽
モ
デ
ル
地
区
花

い
っ
ぱ
い
実
行
委
員
会
(
千
住
4

丁
目
児
童
遊
園
)
　
▽
国
鉄
北
千

住
駅
　
▽
梅
島
公
園
花
壇
　
〔優

良
賞
〕1
1
点
▽
江
北
花
壇
　
▽
柳

原
北
町
会
　
▽
コ
ロ
ナ
工
業
株
式

会
社
　
▽
青
少
年
対
策
第
5
地
区

委
員
会
　
▽
第
1
8出
張
所
地
区
　

▽
本
木
2
丁
目
自
治
会
　
▽
隅
田

婦
友
会
　
▽
四
ツ
家
町
第
4
都
住

自
治
会
　
▽
千
住
八
千
代
町
都
営

住
宅
　
▽
中
曽
根
神
社
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昭和39年度予算

一般会計総額は45億5千217万円に

第
3
号
補
正
予
算
決
ま
る

一
般
会
計
は
8
億
8
千
余
万
円

昭
和
3
9年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
第
3
号
と
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
第
1
号
が
、
1
0月
5
日
の
第
3
回
定
例
区
議
会
で

決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
補
正
予
算
の
一
般
会
計
は
庁
舎
建
設
に
関
す
る
経
費
や
職
員

の
給
与
改
訂
に
よ
る
人
件
費
、
お
よ
び
教
育
、
土
木
、
民
生
行
政
な

ど
の
事
業
費
に
重
点
を
置
い
て
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
補
正
予
算

額
は
8
億
8
千
7
6
4
万
円
で
、
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
4
5億
5

千
2
1
7
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
費
の
財
源
と
し
て
は
、
区
税
収
入
、
特
別
区
財
政
交

付
金
、
都
支
出
金
な
ど
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
で
も
都
支
出
金
を
財
源
と
し
て
組
ま
れ
、
こ
の
補
正

予
算
額
は
8
9
7
万
円
で
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
総
予
算
額
は
、
6

億
7
千
7
5
4
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
歳
入
・
歳
出
の
各
款
別
予

算
額
は
下
表
の
と
お
り
で
す
が
、

歳
出
予
算
の
う
ち
人
件
費
を
除
い

た
事
務
事
業
費
の
主
な
事
項
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
で
は

総
務
費
…
▽
バ
ロ
ー
ス
電
子
会

計
機
購
入
費
と
保
守
契
約
料
8
9
9
万

円
　
▽
教
育
委
員
会
事
務
局
の
移

転
経
費
1
5
9
万
円
　
▽
住
居
表
示
整

備
費
(
千
住
八
千
代
町
ほ
か
5

町
)
1
6
5
万
円
　
▽
庁
舎
建
設
準
備

事
務
費
2
千
6
2
0
万
円
　
▽
庁
舎
建

設
積
立
金
1
億
円
　
▽
原
動
機
付

自
転
車
の
標
識
い
っ
せ
い
付
け
替

え
事
務
費
1
5
8
万
円

民
生
費
…
▽
学
童
保
育
所
開
設

費
(
テ
レ
ビ
、
座
机
、
畳
、
石
油

ス
ト
ー
ブ
の
購
入
費
)
4
7
万
円

▽
新
設
保
育
園
3
カ
所
の
建
設
に

関
す
る
費
用
1
億
1
千
6
1
8
万
円

西
新
井
橋
北
詰
公
衆
便
所
設
置
工

事
費
1
8
0
万
円
。北
千
住
駅
国
鉄
便

所
購
入
費
1
5
0
万
円

産
業
経
済
費

新
規
採
用
者
定
着
指
導
と
激
励

大
会
へ
の
分
担
金
2
0万
円
。
商
店

街
振
興
組
合
法
に
基
づ
く
組
合
設

立
指
導
助
成
金
2
0万
円

土
木
費
…
▽
道
路
維
持
修
繕
用

原
材
料
費
2
千
9
7
7
万
円
　
▽
路
面

補
修
の
工
事
費
4
千
1
0
0
万
円
　
▽

側
溝
改
修
工
事
費
3
0
0
万
円
　
▽
街

路
灯
や
橋
梁
(
り
ょ
う
)
灯
の
新

設
工
事
費
(
8
0
4
灯
)
1
千
7
3
2
万
円 ▽

既
設
街
路
灯
改
修
整
備
費
(
2
0

0
灯
)
5
0
0
万
円
　
▽
道
路
堀
さ

く
復
旧
工
事
費
5
0
0
万
円
　
▽
公

共
溝
渠
(
き
ょ
)
維
持
修
繕
用
原
材

料
費
2
9
4
万
円
　
▽
公
共
溝
渠
の

改
修
費
3
千
3
8
万
円
　
▽
排
水
場

の
機
械
修
理
費
と
施
設
工
事
費
7
3

8
万
円

▽
公
園
、
補
植
用
樹
木
の
購
入
費

1
5
1
万
円
　
▽
児
童
遊
園
遊
器

具
の
補
修
工
事
費
2
0
0
万
円
　

▽
公
園
施
設
(
遊
具
、
外
柵
、
車

止
柵
な
ど
)
の
工
事
費
6
3
8
万

円
教
育
費
…
▽
校
舎
、
施
設
な
ど

の
営
繕
工
事
費
3
千
6
2
万
円
　
▽

教
科
書
代
、
給
食
費
、
学
用
品
代

な
ど
の
支
払
い
困
窮
者
に
対
す
る

扶
助
費
4
千
6
9
7
万
円
　
▽
給
食
用

燃
料
費
1
千
2
5
6
万
円
　
▽
養
護
学

園
拡
張
用
地
の
購
入
費
5
5
0
万
円

▽
校
庭
整
備
費
4
2
0
万
円
　
▽
校
地

購
入
費
1
千
5
2
6
万
円
　
▽
校
舎
改

築
費
1
千
5
2
0
万
円
　
▽
校
舎
増
築

費
5
千
3
4
1
万
円
　
▽
新
設
図
書
館

(
第
2
0出
張
所
)
の
基
本
図
書
購

入
費
1
0
0
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は

補
正
予
算
額
の
う
ち
人
件
費
が
8
7
%

と
大
半
を
占
め
、
そ
の
ほ
か
、

国
民
健
康
保
険
賦
課
事
務
の
機
械

化
に
と
も
な
う
会
計
用
パ
ネ
ル
の

購
入
費
6
0万
円
な
ど
を
計
上
し
ま

し
た
。

昭和39年度足立区歳入歳出予算額(一般会計) 昭和39年10月5 日現在

歳 入 歳 出 ( 単位 千円)
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明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り

第
2

次
住
居
表
示
の
実
施

―
―
梅
田
・
八
千
代
地
区
を
8
ブ
ロ
ッ
ク
に
―
―

前
回
の
「
足
立
一
～
四
丁
目
」

に
引
き
続
き
、
第
2
次
住
居
表
示

実
施
地
区
と
し
て
、
千
住
八
千
代

町
、
梅
田
町
な
ど
6
カ
町
を
、昭

和
4
0年
1
月
1
日
か
ら
、
梅
田
一

～
八
丁
目
に
変
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
左
の
図
に
あ
る
と

お
り
、
日
光
街
道
と
梅
田
堀
に
は

さ
ま
れ
た
東
武
線
の
南
側
で
、
千

住
弥
生
町
の
ご
く
一
部
、
高
砂

町
、
梅
島
町
の
半
分
、
島
根
町
の

一
部
、
小
右
衛
門
町
(
通
称
梅
田

小
右
衛
)
、
千
住
八
千
代
町
全

域
、
梅
田
町
の
大
部
分
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
新
し
い
制
度
を
実
施
す
る

た
め
に
、
町
の
各
街
区
の
四
ッ
角

に
「
足
立
区
梅
田
○
丁
目
○
」
の

街
区
表
示
板
を
取
付
け
、
ま
た
各

戸
の
玄
関
や
門
柱
に
「
3
―
5
」

と
い
う
よ
う
に
お
の
お
の
戸
番
札

を
取
り
付
け
ま
す
。

な
お
、
各
戸
に
区
役
所
か
ら
通

知
書
と
新
旧
対
照
案
内
図
を
お
配

り
し
て
、新
し
い
住
居
番
号
を
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

住居表示( 第二次) 実施区域

区
長
賞
に
木
村
栄
吉
さ
ん

花
の

展
示

会

○
…
足
立
花
卉
農
協
と
区
で
は
、
1
0

月
1
3日
、
1
4日
の
2
日
間
、
産

業
振
興
館
に
お
い
て
花
の
展
示
会

を
開
き
ま
し
た
。

○
…
こ
の
展
示
会
は
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
東
京
大
会
を
記
念
し
て
行
な

わ
れ
た
も
の
で
、
区
内
の
花
の
栽

培
者
が
腕
に
よ
り
を
か
け
て
育
て

た
菊
、
ゆ
り
、
ボ
ケ
、
盆
裁
な
ど

1
0
数
種
類
、
2
3
9
点
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。

○
…
審
査
の
結
果
、
区
長
賞
に
木

村
栄
吉
さ
ん
(
西
新
井
町
三
五

四
)
出
品
の
鉄
ぽ
う
ゆ
り
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
江
川
重
蔵
さ

ん
(
上
沼
田
町
八
七
)
の
ボ
ケ
が

足
立
農
協
組
合
長
賞
、
清
水
友
五

郎
さ
ん
(
花
畑
町
四
三
二
五
)
の

菊
が
都
花
卉
園
芸
連
合
会
長
賞
、

石
井
賢
一
さ
ん
(
保
木
間
町
九
五

八
)
の
菊
が
足
立
花
卉
農
協
組
合

長
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た

1
1
月
2
1
日
(
土
)
ま
で

文
化
祭
を
開
催

区
と
区
教
育
委
員
会
、文
化
団

体
連
合
会
で
は
、
1
0
月
3
1
日
か
ら
1
1

月
2
1
日
ま
で
の
、
2
2
日
間
、次

の
日
程
に
よ
り
、
恒
例
の
文
化
祭

を
開
催
し
ま
す
。
各
会
場
と
も
入

場
は
無
料
で
す
か
ら
、
自
由
に
ご

観
覧
く
だ
さ
い
。

日
程

芸
能
大
会
…
〔
産
業
振
興
館
〕

▽
謡
曲
　
1
日
後
1
～
9
時

▽
総
合
芸
能
　
2
日
後
1
～
9
時

▽
民
謡
　
3
日
前
1
0～
後
9
時

▽
吟
詠
　
8
日
前
1
0～
後
9
時

〔文
化
会
館
〕　
▽
民
謡
　
3
日

前
9
～
後
9
時
　
▽
邦
楽
舞
踊
　

7
日
前
1
0
時
～
後
9
時
　
▽
洋
舞

踊
　
8
日
後
1
～
5
時
　
▽
小
学

校
芸
能
会
　
1
1
・
1
2
日
前
9
～
後

5
時
　
▽
中
学
校
英
語
学
芸
会
　
1
0

日
前
9
～
後
5
時
　
▽
中
学
校

音
楽
会
　
1
3日
前
9
～
後
5
時

総
合
展
覧
会
〔
産
業
振
興
館
〕

▽
盆
景
・
俳
句
・
手
芸
　
1
～
3

日
前
9
～
後
8
時
　
▽
日
本
画

・
洋
画
・
彫
刻
・
写
真
　
4
～
6

日
前
9
～
後
8
時
　
▽
華
道
(
茶

道
)
　
7
～
9
日
前
9
～
後
8
時

▽
書
道
・
水
石
・
台
石
　
1
0～
1
2

日
前
9
～
後
8
時

各
種
大
会
…
　
▽
将
棋
大
会
　
1

日
前
1
0～
後
7
時
〔
正
和
将
棋
ク

ラ
ブ
〕
　
▽
囲
碁
大
会
　
3

日
後
1

～
5
時
〔
中
条
幼
稚
園
〕

▽
短
歌
大
会
　
1
0
月
3
1
日
後
1

～
5
時
〔
青
年
館
〕
▽
俳
句
大
会
　

8
日
正
午
～
6
時
〔
慈
眼
寺
〕
　

▽
茶
道
大
会
　
7
～
8
日
前
1
0
～

後
5
時
　
・
社
交
舞
踊
大
会
　
1
5

日
後
6
～
9
時
〔
産
業
振
興
館
〕
　

▽
大
輪
菊
花
大
会
　
1
～
2
1
日

前
8
～
後
4
時
〔
西
新
井
大
師
境

内
〕
　
▽
大
輪
菊
花
大
会
　
1
0
月

3
1
日
～
1
1
月
2
0
日
前
9
～
後
8
時

〔
江
北
橋
北
詰
〕

消
防
吏
員
募
集

東
京
消
防
庁
で
は
消
防
吏
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
要
綱
は

次
の
と
お
り
。

1
　
受
験
資
格
　
2
9才
以
下
の
男

子
で
、
高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
が

あ
る
も
の

2
　
筆
記
試
験
　
一
般
教
養
試
験

と
論
文
ま
た
は
作
文

3
　
試
験
日
　
翌
年
の
2
月
ま
で

毎
月
第
2
日
曜
日

4
　
受
付
期
間
　
各
試
験
日
の
7

日
前
ま
で

5
　
給
与
　
高
校
卒
…
1
万
7
千
3
5
0

円
、
短
大
卒
…
1
万
9
千
5
3
0
円
　

大
学
卒
…
2
万
1
干
8
4
0
円

6
　
採
用
人
員
　
1
千
1
0
0
名

7
　
問
い
合
せ
先
　
各
消
防
署

1
1月
3
0日
は

所
得
税
第
2
期
分
の

納
期
限
で
す

青
色
申
告
者
に
な
り
ま
し
ょ
う

○
　
事
業
経
営
の
合
理
化
と
科
学

的
経
営
法
の
第
一
歩
は
正
し
い
記

帳
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

○
　
青
色
申
告
者
と
は
、
そ
の
正

し
い
記
帳
を
す
る
人
で
す
。

○
　
売
上
も
仕
入
も
経
営
も
、
記

帳
し
て
始
め
て
そ
の
実
態
が
自
分

に
わ
か
る
も
の
な
の
で
す
。

○
　
今
す
ぐ
、
あ
な
た
も
青
色
申

告
者
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

足
立
税
務
署
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待
望
の
図
書
館
が
新
田
地
区
に

い
ま
、
新
田
地
区
の
第
2
0
出
張

所
を
、
総
工
費
1
千
6
1
8
万
円
で
改

築
中
で
す
が
、
こ
の
出
張
所
庁
舎

に
は
、
出
張
所
事
務
室
に
隣
接
し

て
和
室
が
3
室
設
け
ら
れ
、
各
種

の
会
合
に
提
供
さ
れ
る
ほ
か
、
2

階
は
図
書
館
と
し
て
一
般
に
広
く

開
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。し

た
が
っ
て
、
建
物
も
、
従
来

の
木
造
庁
舎
と
ち
が
い
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
2
階
建
て
、
延
べ
面

積
4
0
3
平
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
立
派

な
も
の
、
未
春
2
月
に
は
全
工
事

が
完
成
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
に
よ
り
、
新
田
地
区
の
文

化
活
動
も
一
段
と
盛
ん
に
な
り
、

明
る
い
町
づ
く
り
に
も
お
お
い
に

役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

区

議
会

だ
よ
り

新
副
議
長
・
教
育
委
員
決
ま
る

鈴木副議長吉田教育長千ケ崎教育委員

さ
る
1
0月
5
日
の
本
会
議
で
川

下
松
雄
議
員
に
か
わ
り
、
鈴
木
仲

二
議
員
が
副
議
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
ま
た
吉
田
司
教
育
長
と
島
村

弁
吉
教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
と

も
な
う
教
員
委
員
の
改
選
で
新
委

員
が
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し

た
。教

育
委
員
　
吉
田
司
(
再
任
)

千
ケ
崎
嘉
助

ま
た
教
育
委
員
会
で
は
同
日
臨
時

会
を
開
き
委
員
の
互
選
の
結
果
、

教
育
委
員
長
お
よ
び
同
職
務
代
理

者
を
次
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

委

員

長
　
　
　
　青木

房
吉

同
職
務
代
理
者
　
関
原

春
重

な
お
同
日
の
臨
時
会
で
教
育
長

に
吉
田
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
の
本
会
議
で
は
常

任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
な
ど
の

委
員
も
一
部
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会

総
務
　
委
員
長
葭
葉
文
次
郎
(
建

設
副
委
員
長
)

財
政
　
委
員
長
中
島
筆
雄
(
文

教
)
　委
員
白
石
恭
三
(
文
教
副

委
員
長
)
　

委
員
藤
木
二
幸
(

文
教
)

厚
生
　
副
委
員
長
小
宮
新
太
郎
(

同
委
員
)
　

委
員
丹
下

登
(

同
副
委
員
長
)

文
教
　
副
委
員
長
小
谷
秀
之
助
(

財
政
委
員
長
)
　

委
員
小
川

三
郎
(
財
政
)
　

同
神
谷
豊
信
(

財
政
)

経
済
　
副
委
員
長
荒
井
快
三
(
同

委
員
)
　

委
員
笹
原
丑
蔵
(
同

副
委
員
長
)

建
設
　
副
委
員
長
井
上
市
三
郎
(

総
務
委
員
長
)

区
制
調
査
特
別
委
員
会
　
委
員
長

新
倉
海
北
、
副
委
員
長
丹
下
登

同
笹
原
丑
蔵
　
委
員
河
西
一
郎

同
浜
中
隼
雄
　
(
小
川
三
郎
　

堀
内
正
辞
任
)

庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
　
副
委
員

長
白
石
恭
三
　
委
員
笹
原
丑
蔵

同
藤
木
二
幸

災
害
対
策
協
議
会
　
委
員
長
小
谷

秀
之
助

都
営
住
宅
対
策
協
議
会
　
委
員
長

井
上
市
三
郎
　
委
員
中
条
幸
男

(
　
)
内
は
前
役
職
名
　
敬
省
略

都
民
相
談
所
を
開
設

都
の
広
聴
部
で
は
、
1
1月
1
6日
(

月
)
か
ら
1
8日
(
水
)
ま
で
の
3

日
間
、
午
前
1
0時
か
ら
午
後
4

時
ま
で
、
浅
草
松
屋
4
階
で
総
合

都
民
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

都
政
や
区
政
に
対
す
る
要
望
や

ご
意
見
、
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら

ど
し
ど
し
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

保
育
園
の
保
母
さ
ん
の

採
用
資
格
に
つ
い
て

こ
の
ほ
ど
、
区
立
保
育
園
の
保

母
さ
ん
が
た
り
な
い
た
め
、
4
5才

未
満
の
方
で
、
保
母
資
格
を
も
っ

て
い
な
い
人
で
も
保
母
さ
ん
の
代

り
に
、
次
の
条
件
で
採
用
さ
れ
ま

す
。

1
　
保
母
学
院
そ
の
他
の
保
母
養

成
学
校
に
一
年
以
上
在
学
し
た
者

2
　
高
等
学
校
、
旧
制
中
学
校
を

卒
業
し
た
者
、
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
資
格
を
も
つ
と
認
め
ら

れ
る
者
で
、
児
童
福
祉
施
設
に
1

年
以
上
、
児
童
の
保
護
に
従
事
し

た
者
、
ま
た
は
厚
生
大
臣
が
指
定

し
た
講
習
会
の
課
程
を
修
了
し
た

者3
　
児
童
福
祉
施
設
に
お
い
て
4

年
以
上
児
童
の
保
護
に
従
事
し
た

者4
　
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
に
定

め
ら
れ
た
保
母
試
験
の
科
目
の
う

ち
4
科
目
以
上
合
格
し
た
者

引
揚
者
に
年
末
融
資

都
で
は
、
次
の
と
お
り
引
揚
者

に
国
庫
債
券
を
担
保
と
し
て
、
年

未
融
資
を
行
な
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
1
1
月
2
日
か
ら
1
1
月

2
1日
ま
で

受
付
場
所
　
区
役
所
民
生
課
ま
た

は
梅
島
支
所
庶
務
課

貸
付
金
額
　
▽
2
万
8
千
円
券
は
8

千
5
0
0円
▽
2
万
円
券
は
6
千

円
▽
1
万
5
千
円
券
は
4
千
5
0
0

円
▽
7
千
円
券
は
2
千
円

返
還
方
法
　
担
保
と
し
て
受
け
た

引
揚
者
国
庫
債
券
の
毎
年
の
償

還
金
を
、
貸
付
金
の
返
還
元
利

金
に
あ
て
ま
す
。
し

た
が
っ

て
、
返
還
完
了
後
に
、
担
保
に

お
預
り
し
た
国
債
を
お
返
し
し

ま
す
。

中
小
企
業
の
年
末

融
資
を

受
け
付
け
ま
す

区
で
は
次
に
よ
り
、
昭
和
3
9
年

度
中
小
企
業
の
年
未
融
資
を
行
な

い
ま
す
。
主
な
貸
付
条
件
は

貸
付
金
額
　
4
0万
円
以
内

貸
付
期
間
　
6
カ
月

利

率
　
　
　日歩
2
銭
4
厘

な
ど
で
す
。ま
た
貸
付
年
月
日
は

昭
和
3
9
年
1
2
月
1
日
で
、受
付
は
1
1

月
4
日
～
1
0
日
の
6
日
間
、毎

日
午
前
9
時
～
午
後
4
時
ま
で

(
た
だ
し
日
曜
は
除
き
土
曜
は
午

前
1
1
時
ま
で
)
区
役
所
の
経
済
課

商
工
係
、
ま
た
は
梅
島
支
所
の
庶

務
課
区
民
係
で
行
な
っ
て
い
ま
す

訂
正

区
役
所
第
1
0出
張
所
の

新
番
地
は
、
梅
田
町
六
五
〇
番
地

で
す
の
で
訂
正
し
ま
す
。

お

知

ら

せ

区
で
は
、
福
祉
行
政
の
一
つ
と

し
て
、
診
療
所
や
公
益
質
屋
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
か
ら
、
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

□
本
木
診
療
所
　
(
8
8
6
)
三
九
四
一

診
療
科
目
　
内
科
・
外
科
・
小
児

科
・
眼
科

診
療
時
間
　
月
～
土
曜
日
、
前
8

時
3
0分
～
後
5
時
ま
で
。
た
だ

し
火
・
金
曜
日
は
夜
8
時
ま
で

土
曜
日
は
正
午
ま
で
。

所
在
地
　
本
木
町
一
―
九
二
六

□
千
住
公
益
質
屋
　
(
8
8
8
)
一
六
四
四

場
所
　
千
住
寿
町
三
四

□
西
新
井
公
益
質
屋
(
8
8
7
)
一
六
五
八

場
所
　
本
木
町
二
丁
目
一
一
八
四

営
業
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
6

時
ま
で

貸

付
　
一
世
帯
5
万
円
ま
で

利

子
　
月
3
分
、
流
質
期
門
4

カ
月


